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　　　　　　　　　　議　事　の　経　過

　　　　　　　　　　◎開議
○議長　　おはようございます。定刻でございます。

　　全議員の出席を見ております。

　　これより本日の会議を開きます。（午前１０時００分）
　　　　　　　　　　◎議案第57号の審議（説明・質疑・討論・採決）
○議長　　日程第１、議案第57号、三島町議会議員及び三島町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。

　　説明を求めます。総務課長。
　　　　　　　　　　（総務課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）
○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論はありませんか。
　　　　　　　　　　（討論なし）
○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第57号、三島町議会議員及び三島町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）
○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第57号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第58号の審議（説明・質疑・討論・採決）
○議長　　日程第２、議案第58号、職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。

　　説明を求めます。総務課長。
　　　　　　　　　　（総務課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）
○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論はありませんか。
　　　　　　　　　　（討論なし）
○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第58号、職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）
○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第58号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第59号の審議（説明・質疑・討論・採決）
○議長　　日程第３、議案第59号、三島町生涯学習センター設置条例の一部を改正する条例を議題といたします。

　　説明を求めます。生涯学習課長。
　　　　　　　　　　（生涯学習課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。五十嵐健二君。
○３番　　もう一度確認なんですけれども、町民であれ町民外であれ宿泊の場合は一応食事は提供しないとなっているわけですけれども、厨房、食堂も貸出しはしないという形でよろしいわけですね。
○議長　　生涯学習課長。
○生涯学習課長　　食堂につきましては、貸出しを予定しております。ただ、宿泊者に対しての食事提供につきましては、食堂を借りられる方と協議した上で、もし宿泊者に対しても食事提供をしていただけるようであればそれも考えていきたいと考えております。

　　以上です。
○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　いわゆる調理室だとか食堂というのは、例えば宿泊する人が自炊で行いたいからそこを貸していただきたいという場合には貸出しはするわけですか、それも貸出しはしないわけですか。
○議長　　生涯学習課長。
○生涯学習課長　　宿泊者の自炊に対しましては、食堂をお貸しする方の責任において管理していただく形となりますので、それ以外の方にご使用いただくということは今現在、現時点で食品衛生法の兼ね合いもありますので想定しておりません。（「貸出しはしないということね」の声あり）
○議長　　ほかに質疑ありませんか。二瓶辰右エ門君。
○２番　　全員協議会でこの説明がございました。10日前だったかな。そのときに、やはり条例を今回上げるその前に地区住民との意見交換会あるいは説明会をやったほうがいいんじゃないかということで提案をいたしましたところ、この議会が始まる前の段階で地区住民との懇談会というか説明会を催してもらいました。誠にありがとうございます。

　　その中でいろいろ細かい意見が出たところで、大筋皆さん、この原案で了解だったわけですが、１点だけ、やっぱりこの生涯学習施設というのはやっぱり土日に利用することもあるだろうと、そして全体を管理する指定管理者方式ではなくて町の直営方式になるということであれば、予約の申込みやその他館全体の運営に関しての責任者をやっぱりきちっと置くべきではないか。しかし、責任者を置くといっても常時町の職員がそこに常駐するという形はなかなか経費面でも大変でしょうということで、何か工夫を凝らしながらこの館全体の運営をする責任者を置いていただくのが望ましいんじゃないかという意見が上がったところでございます。ぜひこれについて、この議会でもご紹介、私、わざとしているんですがご検討をいただければありがたいと思いますのでお願いをいたします。いかがでしょうか。
○議長　　生涯学習課長。
○生涯学習課長　　今ほどのご質問に対しまして、確かに生涯学習センターをしっかり運営管理する者を常時設置したいと考えておりまして、それがどういった形で設置できるか今後県にも確認しまして設置する方向で進めてまいりたいと思います。（「はい、了解です」の声あり）
○議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）
○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論はありませんか。
　　　　　　　　　　（討論なし）
○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第59号、三島町生涯学習センター設置条例の一部を改正する条例を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）
○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第59号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第60号の審議（説明・質疑・討論・採決）
○議長　　日程第４、議案第60号、令和４年度三島町一般会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。総務課長。
　　　　　　　　　　（総務課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。二瓶辰右エ門君。
○２番　　歳入と歳出のバランスのことでお伺いをいたします。

　　今回、基金を除きますと国庫からの歳入が一番多くなっているということで、６ページが歳入ですよね。で、国庫支出金、国庫補助金、総務費国庫補助金で1,355万8,000円だと、民生費国庫補助金で1,316万円だということになっていまして、総務費は新型コロナウイルスの地方創生臨時交付金、今までも何回も配分になっている歳入ですね。国から予算が来て、それを地方でその再生をするために、創生をするために活用できるという金額ですね。そして、民生費国庫補助金1,316万円、これは電力・ガス・食料品等価格高騰に伴っての給付金であるということであろうと思いますが、この金額が歳出予算でいうとどこに充当されているのか、まずお伺いをいたします。
○議長　　総務課長。
○総務課長　　まず、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金でございます。1,355万8,000円は、９ページ民生費の……（「ちょっと待って」の声あり）民生費のうち需用費、印刷製本費……（民生費の１番の社会福祉総務費かな」の声あり）はい、そうです、社会福祉総務費の需用費の印刷製本費15万円、それから通信運搬費で34万8,000円のうち29万円……（「通信運搬費なんてないよ」の声あり）役務費の60万9,000円の内訳の34万8,000円のうち29万円がそちらの事業、残り５万8,000円は次に申しますので、今回はコロナ交付金の分としては29万円。それから、物価高騰対応助成事業350万円、負担金補助交付金ですね、こちらと続いて12ページ、こちらの商工費商工振興費の負担金補助及び交付金1,350万円、こちらに全額充ててございます。（「全額」の声あり）はい。これは、交付額よりも多く一応積み上げ、一般分も合わせて上げているというところでございます。それから、民生費国庫補助金の電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援事業につきましては、先ほど申し上げました民生費社会福祉総務費の役務費の通信運搬費の29万円を除く５万8,000円、あと手数料のうち３万6,000円、それから一番大きいのは負担金補助交付金で電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援事業で1,400万円を計上してその内訳に財源として充当しているところでございます。交付金全額プラス一般財源も上乗せして、一応予算上組んでいるというところでございます。
○議長　　二瓶辰右エ門君。
○２番　　電力・ガス・食料品そして民生費国庫補助金についてはほぼ金額が合いますが、地方臨時交付金は一般財源も入れているということでございますが、合わせて入れているということですが、一般財源を合わせて入れている部分というのは、もう一度、どの部分になるんですか。
○議長　　総務課長。
○総務課長　　一番大きいのは、民生費社会福祉総務費のいわゆる負担金補助交付金の物価高騰対応助成事業350万円……（「に幾らなんですか」の声あり）内訳でございますか。（「はい、はい」の声あり）内訳……（「国庫も入っているって言ったね」の声あり）はい、国庫の新型コロナウイルス分でございます。こちらが350万円……（「どっちが」の声あり）この物価高騰対応……（「一般財源が」の声あり）一般財源じゃなくて国庫金。（「国庫が350万円」の声あり）はい。（「だと、全額国庫ということじゃないの」の声あり）そうです。その後、その上に通信運搬費がございましたよね、29万円、この分にも５万8,000円入っております、配分といたしましては。あと、1,000万円は商工振興費の負担金補助及び交付金で1,350万円を組んでおりますけれども、その分の内訳の1,000万円をこちらに今のところ配分しているという状況でございます。商工振興費1,350万円のうち1,000万円をコロナ交付金で内訳としてみてございます。商工振興費の1,350万円と……（「ちょっと待って、もう一度。民生費国庫補助金はほぼほぼ1,316万円というのが一番最初の説明で大体分かるんですが、地方臨時交付金、地方創生臨時交付金の1,355万8,000円のところがよくちょっと分からないんですよ。もう一度分かりやすく」の声あり）
○議長　　総務課長。
○総務課長　　まず、1,355万8,000円のうち1,000万円を12ページ商工費の商工振興費の負担金補助及び交付金1，350万円の内訳も1,000万円に配分してございます。残りにつきましては、民生費の社会福祉総務費の負担金補助及び交付金の物価高騰対応助成事業350万円と通信運搬費の中に組み込んでいるというところでございます。（「なるほど、なるほどね」の声あり）
○議長　　ほかに質疑ありませんか。二瓶辰右エ門君。
○２番　　そうしますと、今回その物価対応で全世帯に5,000円ずつの桐の里商品券を、また商品券で配布をするというものは国からの交付金を全額これに充てるということですね。今までもこういった交付金というのは全部国からの交付金を全部充当しているわけでございますから、それは同じような取扱いで行うということですね。そして、地方創生臨時交付金については、その大方を商工振興費に充てると、1,000万円分ね。あと、三百数十万円分については、通信運搬費だとか何かそっちのほうにも一部充当するというような理解でよろしいですか。
○議長　　総務課長。
○総務課長　　今ほど議員ご指摘の5,000円を全世帯に配るというものにつきましては、この物価高騰対応助成事業350万円を充ててございますので、こちら全額コロナ交付金でございます。（「そうか、それは民生費のほうか、ああ、そうか、そうか、はい」の声あり）はい。これは、全額交付金でございまして、残りの1,000万円が商工費に充てているということで、その上の1,400万円につきましては民生費の国庫補助金、電力・ガス・食料品等の1,316万円を充当しているというところでございます。（「なるほど、はい、分かりました」の声あり）
○議長　　ほかに質疑ありませんか。（「あります」の声あり）二瓶辰右エ門君。
○２番　　なかなかもらえるという、給付事業が多いのでもらえる仕組みというか該当するかしないかということが問題になろうかと思うんですが、この電力・ガスの価格高騰緊急事業については国がやっぱりこれも交付金で措置するということでございますけれども、そこのうちの電力・ガス緊急支援事業、価格高騰の緊急支援事業1,400万円というのがありますけれども、これはどういう要件の方が支給対象になるのかについて分かりやすくご説明願います。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　今ほどの電力・ガス給付事業につきましては、昨年住民税非課税世帯に10万円の交付を、現金給付を行った事業がありますが、これの継続版でございまして、今回は住民税非課税世帯に対するものに対して５万円の現金給付をするというような事業で、今回行って予算計上をしているというものでございます。なお、住民税非課税世帯プラス家計急変世帯、例えば急激に今年度は電気・ガス、様々なもので急激に非課税世帯になってしまったとか、そういうふうに家計激変世帯についても予算計上という形で上げているという状況でございます。
○議長　　二瓶辰右エ門君。
○２番　　そうしますと、あれですね、住民税非課税世帯、今まで10万円もらっていた方がほぼ対象になって、そのほかに急に生活が苦しくなったという方も救おうじゃないかというような国からの措置であるということですね、はい、分かりました。そうすると、合わせて恐らく300世帯にちょっと下回るぐらいの世帯数に給付がなされると、それぞれ５万円ずつということでよろしいですね、はい。

　　せっかく住民税非課税世帯ということなんですが、これまでも住民の中では自分が住民税非課税世帯なのかどうかが分からないという方がいらっしゃって、これもちょっと問題はありますけれども、ええ、あの人はあそこで、家庭というふうに考えるとそこに例えば５人の家庭、家族が住んでいた、しかしじいちゃん、ばあちゃんは世帯を別に、世帯の届出を別にしている、あるいはほかの世帯では同一にしている、そうするとあそこのじいちゃん、ばあちゃんはもらえないでこっちのじいちゃん、ばあちゃんはもらえるというような、町民の間にお茶飲み話の中に話があるということでございますので、そこのところをこういう対象者なんですよと、だから世帯というのはこういう考え方なんですよということを分かりやすく解説していただけますでしょうか。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　今ほど二瓶議員がおっしゃるとおり、今回いろんな様々な給付事業を行っている中で、住民税非課税世帯に対する給付事業の中でやっぱりそういった事例がありました。主な要因としては、まさしく議員がおっしゃるとおりに実際に家では一緒に住んでいますけれども世帯分離をしていると、そのおじいちゃん、おばあちゃんの世帯、息子さんたちもまた別世帯という形でなられていると、そういった場合についてはどうしても世帯という形での給付となりますので、じいちゃん、ばあちゃんが非課税世帯ということで給付事業を行っていたということによって、周りの家ではあそこの家は何でというような事例はありました。今回につきましても昨年同様住民税非課税世帯ということで、こちらは申請行為でまた行いますので、丁寧にうちのほうから申請書を提出するときにこういった状況で申請手続を行いますというような形での申請手続を出しまして、それで処理をしていきたいという考えでいますので、ご理解いただきたいと思います。
○議長　　二瓶辰右エ門君。
○２番　　私なんかはそのことはすぐ分かるんですけれども、議会でそのように答弁してもやっぱりなかなか分からない方が多いと思いますので、個別にやっぱりきっちりとそれぞれの人たちに分かるような形でぜひ対応いただければありがたいと思いますので、よろしくお願いをいたします。

　　あと、続いてですが、12ページの商工振興費、ああ、その前に、そうですね、商工振興費のこれは事業が２つあるのかな、２つあるんですけれども、それぞれについて詳しく事業内容についてご説明を願います。
○議長　　地域政策係長。（「あ、そうか」の声あり）
○地域政策係長　　よろしいですか、はい。では、今ほどエネルギー価格高騰対策事業者支援給付金事業と地場産業及び観光産業事業継続事業補助金の詳しい内容ということでしたのでご説明をさせていただきます。

　　こちらについての財源については先ほど……（「ゆっくり、ゆっくり」の声あり）はい、すみません。先ほど総務課長よりご説明あったとおり、財源としては新型コロナウイルスの感染症対応の地方創生臨時交付金を活用しております。こちらのいわゆる国の事業の推奨メニューというものがありまして、そちらではいわゆる事業者支援という位置づけになっております。

　　初めに、こちらのエネルギー価格高騰対策の事業者支援給付金事業についてなんですけれども、まず目的についてですが、事業活動を行う上で消費する電気、ガス、燃料等の価格高騰により影響を受けた事業者に対する支援金というものを給付し、事業継続による地域経済循環の維持を目的とするものです。

　　対象者とすれば、町内に店舗、事業所を有する法人または事業主または町内に住所がありかつ事業所得を申告している者を対象者として考えております。

　　こちらの交付額につきましては、例えば今年払った燃料費から昨年支払った燃料費を差し引いて、それを影響額というものにまず見立てます。そこの影響額の半分を給付金として支給するものです。

　　流れとしては、事業者の方から申請を受け付けまして、その後我々のほうで審査、その後支援金を交付するという流れになります。

　　続きまして、地場産業及び観光産業事業の継続補助金についてなんですけれども、こちら、まず国の推奨事業メニューというところでは地域の観光業者等に対する支援ということになります。我々のこの補助金の目的についてなんですけれども、新型コロナ禍により事業活動に大きな影響を受けた地場産品製造を含む観光産業の事業者に対して、アフターコロナを見据えた取組のほか現状で抱える課題解決に要する経費を補助し、事業継続による地域経済循環の維持、拡大を目指すものです。

　　こちらの事業の対象としましては、観光産業事業者ということで、例えば旅館や民宿、飲食店を営む方、もう一つが地場産品製造事業者ということになります。いわゆるこの方たちが町内に店舗、事業所を有する法人または事業主、町内に住所がありかつ事業所得を申告している者を対象としております。

　　こちらの事業の想定使途、どんなものに使えるかというところになりますが、例えばマーケティングや商品開発、プロモーションなどの専門家への相談費用のほか、インバウンドに向けた多言語化事業またはＷｉ－Ｆｉとかネット環境の構築、キャッシュレス決済の導入など、いわゆるアフターコロナを見据えた活動のほか現在事業活動を行う上で課題解決するための経費を想定しております。

　　交付額については、補助対象経費というものを設けておりまして、こちらの10分の10になります。ただし、上限として法人の方であれば100万円、個人の方であれば50万円になります。

　　申請の流れにつきましては、事業者の方から申請をいただきまして、その後審査会による審査、その後交付決定を受けて事業者の方が事業を実施する、その後実績報告をいただいて補助金の交付という流れになります。なお、こちらの事業については、令和５年度への事業繰越し可能ということにしております。

　　以上で説明を終わります。
○議長　　二瓶辰右エ門君。
○２番　　なかなか聞いている人にはなかなか分からないかもしれない。私はよく分かりました。

　　それでですね、やっぱりこれは心配だったんですが、12月の予算なのでほぼほぼ年度内事業完了を目指すと期間がないということになるのでやっぱりその継続事業といいますか、年度をまたいでもやらなきゃ駄目だなと思っていたところ、その繰越しも予定しているということで一安心をしたところでございます。そういうことで、年度をまたいでも大丈夫だということにしたいということなので、きちんとですね、広報宣伝、こういう要件でこういう人が該当するんだよということをなるべく漏れがないような形での広報に努めていただきたいということが一点と、あとは要件といいますか、今まで補助事業というのは、何回も申し上げますようにいっぱい苦い思いをして付け焼き刃できちっとした対応がなされないというような事例が多々見受けられましたので、決してそのようなことがないようにきちんとして事前準備をしてこの補助事業にぜひ取りかかっていただきたい。事業としては非常になかなかいい事業だと思いますのでお願いをしたい。

　　あともう一つ、ネーミングがですね、事業継続補助事業、これは今まで新聞紙上をにぎわしていました国の補助事業の中で直接事業がコロナによって影響を受けて廃業に至らないように事業を継続するために法人に対して200万円、個人に対して100万円を支給するよという事業があったんですよね。そこでいろんな悪意を持って補助金をだまし取ったなんていうような事例もありましたので、ネーミングがほぼ同じでございますので、そういった点にも十分注意して交付要項の設定あるいは諸手続についてよろしくお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。
○議長　　地域政策係長。
○地域政策係長　　今ほど二瓶議員からのご指摘もあったとおり、広報活動をしっかりと努めたいと思います。また、事前準備についても申請から交付決定までスムーズにいくように努めたいと思います。

　　あと、ネーミングについてもそのようなことで対応してまいります。

○議長　　ほかに質疑ありませんか。（「もう一つ、じゃあ」の声あり）二瓶辰右エ門君。
○２番　　細かいことで恐縮でございます。

　　12ページの土木費の道路維持費で、道路維持費の需用費で光熱水費が170万円ということで補正予算に計上されているんですが、道路維持だからそんなに何か施設を持っているわけじゃ、燃料を使うとかいうなら分かるんだけれども、何かこれはどこら辺の光熱費を道路維持費では言っているわけですか。融雪のための電気料とかそういったものですか。
○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　こちらは、消雪の電気料です。町で管理している消雪の電気料の分と、あと三島大橋の照明の電気料、多くは消雪の電気料となっています。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。（「はい、はい」の声あり）二瓶辰右エ門君。
○２番　　どういう見積りをしたんだか分かりませんけれども、その消雪の電気というのはこれからですよね、本番に入るのはこれから、電気料がかかるのはこれからなわけなんですけれども、そのどんな見積りをして170万円必要だと積算したんですか。
○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　昨年と同じベースで当初予算を組んでいますが、昨年の単価より電気料が1.3倍ぐらいこれから上がるということで、これからかかる、３月までの電気代　　　1.3倍ということで電気料金を計上しております。（「1.3倍か」の声あり）
○議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）
○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論はありませんか。
　　　　　　　　　　（討論なし）
○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第60号、令和４年度三島町一般会計補正予算を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）
○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第60号は、原案のとおり可決されました。
　　お諮りいたします。休憩を取りたいと思いますが、ご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）
○議長　　11時10分まで休憩といたします。（午前１０時５７分）
◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長　　再開いたします。（午前１１時１０分）
　　　　　　　　　　◎議案第61号の審議（説明・質疑・討論・採決）
○議長　　日程第５、議案第61号、令和４年度三島町国民健康保険特別会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。町民課長。
　　　　　　　　　　（町民課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。二瓶辰右エ門君。
○２番　　今まではコロナの影響もあって受診控えといいますか、そんな傾向の中で保険給付費がそんなに上がらずにかえってちょっと下回るぐらいのところで推移していましたが、今回の補正で見ると一般保険者の療養給付金も増大し高額療養給付金も増大しているということですけれども、何が原因といいますか、どんなふうに認識されていますか。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　今ほど二瓶議員がおっしゃるとおりで、コロナの影響でここ数年病院にかかる受診者数が少なくなったということもありますが、今回主な要因としましては主に悪性疾患……（「がんか」の声あり）になられた方が結構多かったということと、もう一つはやはり心臓の狭心症または脳梗塞になられた方というのも若干多くなられたことによって高額、医療費がかかったプラス高額医療費も増額になったというのが大きな要因と私たちは判断しております。（「なるほど、はい、分かりました」の声あり）
○議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）
○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論はありませんか。
　　　　　　　　　　（討論なし）
○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第61号、令和４年度三島町国民健康保険特別会計補正予算を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）
○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第61号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第62号の審議（説明・質疑・討論・採決）
○議長　　日程第６、議案第62号、令和４年度三島町簡易水道事業特別会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。産業建設課長。
　　　　　　　　　　（産業建設課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。五十嵐健二君。
○３番　　１点だけちょっと質問させていただきます。

　　桧原地区の水質検査500万円、今回取り下げてきておりますけれども、全員協議会で説明していただいたんですけれどもちょっと分からない部分がありますので、今ほど何か工事のためにその部分での水質検査ができないので取り下げたというような話もありますけれども、これは当初予算ですよね。３月の予算で提出された当初予算であるのに、これがずっと早い段階でもしこういう取下げとなっていれば何かほかのところに、桧原地区は水が少ないという問題もありますので何かそちらのほうの工事だとかそういったものに転嫁できなかったのかどうなのか、その辺のところちょっとお伺いしたいんですけれども。
○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　桧原地区につきましては、地域住民の方から馬場平地区にある東北電力の残土処理場に昔の水道の井戸があるのでそちらを新たな水源にしたらどうかという提案がありました。そのため、今年水質調査を実施しようとしたんですが、年度途中現地調査をしたところ、東北電力のほうで残土処理場を秋ぐらいまでいじっているという話がありました。また、水質調査をやった箇所にやっぱり将来的に水道施設を設けないと、50メートルぐらい離れたところで水質調査をやって井戸を掘るとまた水質が変わるということで、やはり水質調査をやった箇所に水道施設を将来設けるという中で、東北電力のほうで残土処理である程度土砂の移動をしているところについては、将来的な水道施設はちょっと不適ではないかということで水質調査は取りやめました。水質調査をやめて将来的に桧原地区については老朽化しているあの配水管、そちらを将来的に入れ替えるということで検討しておりました。

　　ほかの事業に流用できないかということで、なぜ今の時期になっての補正になったのかといいますと、西方名入の統合の認可計画、あと大谷バイパスに伴う水道管の布設ほかの委託が２件動いていましたので、そちらの動向を踏まえながら今回の補正となりました。結果的に大谷のほうは特段の増額はありませんでしたけれども、西方地区でやはりちょっと新たな工事が必要となったため設計料が増額になったということで、今回併せて補正した次第であります。

　　以上です。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。二瓶辰右エ門君。
○２番　　名入西方の水道の統合なんですけれども、これについてはその認可のための設計料が上がっているということでございますが、まだそのきちんとした、法的に要件は必要ないとは思いますが、地区住民に対する同意といいますか理解というのがきちんとした形でまだされていないということだと私は認識しておりますが、執行部はどのような認識ですか。
○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　西方地区で水が名入に持っていくことによって足りなくなるんじゃないかという疑念がありましたので、ずっと一昨年から毎月調査をして、西方地区の使っている水、あと名入地区で使っている水、あと西方地区で余っている水、これを毎月調査しております。そちらについて今現在不足しているということはありませんので、名入地区に西方地区のを持っていったとしても水量的には大丈夫だということで役場で把握しております。その結果につきましては、区長さんに内容を連絡しております。詳細決まりましたら、また再度計画の概要が決まりましたら地区説明会を予定しております。

　　以上です。
○議長　　ほかに。二瓶辰右エ門君。
○２番　　もう一度確認をいたします。そうすると、地元に対する説明は今後していくと、きちっとした同意が得られているわけではないので、前回に説明会を開いた疑問点、質問点についてきちんともう一度地区説明会を開くと、こういうことでよろしいですね。
○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　今年統合認可の計画が取りまとめて概要が決まって、あと今までやってきた水の調査、西方地区の水を名入に持っていっても大丈夫だという結果を住民の皆様にはお知らせして事業を進めていきたいと考えております。
○議長　　二瓶辰右エ門君。
○２番　　それは、今のところいつ頃予定しておりますか。
○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　４月以降早いうち、３月の大字総会にはちょっと間に合わないと思いますので、４月以降なるべく早くやりたいと考えています。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）
○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論はありませんか。
　　　　　　　　　　（討論なし）
○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第62号、令和４年度三島町簡易水道事業特別会計補正予算を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）
○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第62号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第63号の審議（説明・質疑・討論・採決）
○議長　　日程第７、議案第63号、令和４年度三島町農業集落排水事業特別会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。産業建設課長。
　　　　　　　　　　（産業建設課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）
○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論はありませんか。
　　　　　　　　　　（討論なし）
○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第63号、令和４年度三島町農業集落排水事業特別会計補正予算を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）
○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第63号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第64号の審議（説明・質疑・討論・採決）
○議長　　日程第８、議案第64号、令和４年度三島町介護保険特別会計補正予算を議題といたします。
　　説明を求めます。町民課長。
　　　　　　　　　　（町民課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）
○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論はありませんか。
　　　　　　　　　　（討論なし）
○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第64号、令和４年度三島町介護保険特別会計補正予算を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）
○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第64号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第65号の審議（説明・質疑・討論・採決）
○議長　　日程第９、議案第65号、令和４年度三島町戸別合併処理浄化槽事業特別会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。産業建設課長。
　　　　　　　　　　（産業建設課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）
○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論はありませんか。
　　　　　　　　　　（討論なし）
○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第65号、令和４年度三島町戸別合併処理浄化槽事業特別会計補正予算を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）
○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第65号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第66号の審議（説明・質疑・討論・採決）
○議長　　日程第10、議案第66号、令和４年度三島町後期高齢者医療特別会計補正予算を議題といたします。
　　説明を求めます。町民課長。
　　　　　　　　　　（町民課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）
○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論はありませんか。
　　　　　　　　　　（討論なし）
○議長　　討論を終わります。
　　これより議案第66号、令和４年度三島町後期高齢者医療特別会計補正予算を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）
○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第66号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎継続審査の申し出について

○議長　　日程第11、継続審査の申し出についてを議題といたします。

　　事務局次長。
　　　　　　　　　　（事務局次長朗読）

○議長　　お諮りいたします。
　　ただいま継続審査の申出のとおり、継続審査とすることにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定いたしました。

　　以上をもちまして、本会議に付議されました案件の審議は全部終了いたしました。

　　　　　　　　　　◎閉会

○議長　　よって、令和４年第４回三島町議会定例会を閉会いたします。
　　ご苦労さまでした。

（午前１１時５２分）
　　会議の経過を記載し、その相違ないことを証するためここに署名する。

　　三島町議会議長

　　三島町議会署名議員
　　三島町議会署名議員
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